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73. 前田益孝. 糖尿病性腎症患者双方向性データベースの提唱. 第3回茨城糖尿病性腎症研究会, 茨城, 2011年10月．
 

74. 室賀一宏．腎疾患．日本漢方協会漢方総合講座，東京，2011年1月．
 

75. 室賀一宏．気・血・水と四診．相模原漢方入門講座，相模原，2011年5月.
 

76. 室賀一宏．柴胡と黄?．相模原漢方懇話会，相模原，2011年7月.



77. 室賀一宏．市中病院における漢方診療の実際．第10回広島臨床漢方研究会，　広島，2011年8月．
 

78. 室賀一宏．尿漏れ・頻尿．日本漢方協会漢方総合講座，東京，2011年10月．
 

79. 室賀一宏．腎・泌尿器疾患．相模原漢方入門講座，相模原，2011年11月.
 

80. 室賀一宏．半夏と生姜、乾姜．相模原漢方入門講座，相模原，2011年12月.
 

［研究助成金］
 

1. 石橋賢一. 科学研究費補助金基盤研究(C)「細胞内水チャネルによる細胞内水代謝の調節と病態生理」
 

2. 石橋賢一. 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業: ゲノム情報に基づく合理的な創薬研究の拠点形成「薬剤による多発性嚢胞腎進行抑制

の分枝機構の解明」
 

3. 内田信一．科学研究費補助金　基盤（A）「腎臓膜輸送体を制御する新規細胞内刺激伝達系の解明」
 

4. 内田信一．科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究「蛋白相互作用阻害によるWNKキナーゼ阻害薬の効率的スクリーニング」
 

5. 小林克樹. 科学研究費補助金基盤研究（C）「多発性嚢胞腎発症におけるＥＲストレスの役割の解明」
 

6. 佐々木成．科学研究費補助金基盤研究（A）「新たな腎臓膜輸送体制御法の開発」研究代表者
 

7. 佐々木成．日本学術振興会　若手研究者戦略的海外派遣事業費補助金「頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム」研

究代表者
 

8. 蘇原映誠．科学研究費補助金若手研究B「肥満患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧」
 

9. 蘇原映誠．武田科学振興財団医学系研究奨励「肥満患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧発症機構の解明」
 

10. 蘇原映誠．第39回かなえ医薬振興財団研究助成金「高インスリン血症患者におけるWNKキナーゼを介した塩分感受性高血圧メカニ

ズムの解明」
 

11. 蘇原映誠．平成23年度中島記念国際交流財団日本人若手研究者研究助成金「肥満患者におけるインスリンとWNKキナーゼを介した

塩分感受性高血圧の治療戦略」
 

12. 野田裕美. 科学研究費補助金基盤研究(Ｃ)　「水チャネル輸送機序を標的にした腎性尿崩症の治療法開発」
 

13. 野田裕美. 武田科学振興財団医学系研究奨励「水チャネルアクアポリン制御による体内水分調節異常疾患の治療法開発」
 

14. 野田裕美. 資生堂女性研究者サイエンスグラント「アクアポリンの時空間制御機構に基づく水分調節異常疾患治療法開発」
 

15. 野田裕美. 東京都難病に関する専門研究「保存期慢性腎臓病から腎不全への進行を阻止する治療法開発に関する調査研究」
 

16. 頼建光．科学研究費補助金基盤研究(B)「腎臓における新規の血圧調節機構WNK‒NCCシグナル伝達系の解明」
 

［受賞］
 

1. 江渡加代子．研究奨励賞．第21回バゾプレシン研究会，東京，2011年1月．
 

2. 蘇原映誠．優秀演題賞．第54回日本腎臓学会学術総会，横浜，2011年6月．
 

3. 西田秀範. 会長賞．第54回日本腎臓学会学術総会, 横浜, 2011年6月．
 

［学会主催］



1. 佐々木成．総会長．第54回日本腎臓学会学術総会，横浜，2011年6月.
 

2. 前田益孝．当番幹事．第9回茨城腹膜透析研究会，つくば，2011年2月． 
 

3. 前田益孝．当番幹事．第45回茨城人工透析談話会，水戸，2011年10月． 
 


